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― 今年も胴割米・茶米の発生に注意！ ー

南越農林総合事務所 農業経営支援部

本年も、梅雨が長く、７月の日射量が少ないため、ハナエチゼン、コシヒカリとも、根

量が少ない状態です。また、8/1 以降は高温に推移し、昨年以上に、胴割米、茶米、乳白米

の発生が懸念されます。今後の水管理、収穫、乾燥に注意し、品質向上に努めましょう。

１ 登熟期間の水管理・・間断通水の徹底を！

登熟期の水管理が不十分だと、胴割米、茶米、乳白米の発生を助長しますので、収穫２

～５日前までの間断通水を徹底しましょう。

※ 品質向上に向け、仕上げの時期に入りました。収穫まで、適切に管理しましょう。

２ 収穫・・刈り遅れに注意！

刈り遅れは胴割米、茶米の発生を助長します。収穫予想日が近づいたら、水田ごとに

穂を観察し、青籾の割合が１０％（籾水分２５％）となったら収穫を始めましょう。

※ 中干し不良の水田は、他の水田より収穫始期が２日程度早まる可能性があります！

※ 農林総合事務所では、8/20 以降、コシヒカリについて籾水分調査を実施し、収穫始

期予想値の補正を行います（下表参照）。今後の情報に注意下さい。

３ 斑点米カメムシの防除・・コシヒカリについて

１回目：穂が出揃った頃 ＋ ２回目：1 回目の７日後 に薬剤散布する。

※ 時期を逃すと効果が小さくなります。また、畦畔を含めて防除しましょう。

※ 斑点米多発地域では、1回目にスタークル粒剤を散布する。

※ 休耕田が未耕耘、未防除の場合は、早急に“休耕田に登録のある殺虫剤（トレボ
ン粉 DL、Mr ジョーカー粉 DL など）を散布。 本田防除の直前に実施すること！

表 出穂期と収穫日予想

平 坦 中山間品種 移植･

播種日 出穂期 収穫始期(予想) 出穂期 収穫始期（予想）

ハナエチゼン 移植 5/1 7/22 8/24 7/23 8/26

5/4 8/1(7/28) 9/6(8/27) ― ―
移植

5/13 8/9（8/6） 9/15（9/5） 8/9（8/6） 9/19（9/8）コシヒカリ

直播 5/1 8/11（8/4） 9/17（9/5） 8/12（8/4） 9/23（9/9）

（ ）内は昨年。

収穫始期は、気象により変化します（早まる可能性があります）。今後の情報に注意してください。


